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割合

授業参加態度 日本語を使わず、できるだけたくさんの話を英語で発言することに努力する。

英語フィールド以外の学生向け科目です。

発表内容（態度含む）

その他

プリントを配布する。

教科書と参考図書

第15回目 

第10回目 

第8回目 

第9回目 

評価の領域 評価の基準

第11回目 

第12回目 

第13回目 

第14回目 

第7回目 

試験 日常トピックについて５分間程度の簡単な会話ができる。

成績評価の方法と基準

履修上の留意点・ルール

レポート

調査報告書

小テスト 単語と表現を覚え、その単語を書くことも言うこともできる。

佐野短期大学シラバス2014

単位数 履修上の制限

1単位 選択 特になし

研究室の場所 電話番号・メールアドレス

本館２F 授業中に指示します

曜日・時限

別途、時間割参照

オフィスアワー

月～木曜 9：00～17：00 授業・会議
時間を除く

　　　　　　　

授業の性格

担当者に関する情報

科目名
開講年次 開講学期

第1回目 

第6回目 

第4回目 

第5回目 

基礎英会話
1年 前期

同時に履修しておくことが望まれる科目

当該科目の理解を促すために受講しておくことが望まれる科目

授業の形態

演習

特になし

ジョン・デイリー

第2回目 

第3回目 

①日常生活のトピックについて簡単な会話することができるようにする。
②話し相手の話を理解し、応答することができるようにする。
③学生はわかりやすい話をするため、正しいイントネーションと発音することができるようにする。

授業の方法

この授業を履修すると、あなたは
①身近なトピックについて基礎レベルの会話することができる。
②情報などを求められるとき、理解して応答をすることができる。
③わかりやすい発音とイントネーションで発言することができる。

Course　Name

学習の成果（学習成果）

授業のスケジュールと内容

特になし

この科目では、学生が日常会話によく出る有用な表現や口語的表現を学びます。クラスメートと教員と一緒に、学生は日常的
話題と状況について基本的な会話を練習します。

学生が有用な会話表現を学び、教員とクラスメートと一緒に日常トピックについて会話する。教員の話と、それからCDを聞い
て要点を理解するための練習をする。発音とイントネーションを改善するための指導する。

氏名

授業の目標

授業の概要




